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☆6月 4日 団体競技を実施しました。 
 運動会自体は、当日・予備日ともに雨天のため、中止となってし

まいましたが、これまでの努力と取り組み、何より自ら作り上げる

運動会に向けて、その力の表現の意味も込めて、全校揃って団体

競技を実施しました。出場生徒、係生徒全て、自分の役割を理解し、

誰かや何かの指示ではなく、自分の考えや行動を大切に、自ら行

動する姿が、とても素晴らしかったと思います。当日、先生達は何

も指示していません。フィールド内では、応援と安全の確認はした

けれど、指示などは無しで、生徒が自ら動いて、成功させました。

ここが最も大切。本校の求める「実践力向上」とは、まさにこのこと

を指します。「まず自分のために考えて、自分の為になにを

するかに思いをいたし、自らを導くことができれば、それが

人の為に行動することの原点となる。それができる人は、今

後も人の為に動くことができ、周囲の人々を生かせる人で

ある。」少々禅問答のようですが、開会式でこのように伝え

ました。その真意は、「明豊中生は社会の中で、世の中を作

っていく有用な人物であれ。」との思いがあります。まさに、

その方向への道筋を見せてくれた 1日でした。 

 

 

☆6月 6日 １中３小合同ゴミゼロデー 実施しました 
 これまで、ゴミゼロデーは各学校で独自に行っていました
が、明豊中ブロックの 1 中３小では、直接連携を進めてきま

したので、「さらに一緒に何かができれば～人々のため、そ

して自分の達成の為に、地域の人々とつながり、行動でき

れば～」と考え、合同ゴミゼロデーを実施させていただきま

した。実際に、町会の皆さまとも合同で進めることができ、

そのつながりも深められたと思います。 

 印象深かったのは、ただゴミ

を拾うという活動だけでは無

く、本校の生徒が小学生の安

全にも気を配りながら行動していた点です。よく考え、実践につなげてい

ました。明豊中生は、人に与えられた価値観では無く、自ら考え、行動し

ています。将来も、「地域や人のために行動する人」を超えて、「地域を守

り、育てる人」として進んでいって欲しいと思いますし、できると信じて

います。 

 

☆これまでの表彰（個人名省略） 
・ソフトテニス 男子２部 準優勝  個人名・個人名 ペア 第７８回都民スポーツ大会豊島区予選 

・ソフトテニス 女子２部 準優勝  個人名・個人名 ペア          〃 

豊島区立明豊中学校 

 R７学校だより 


